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デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ�

ー
ジ
／
回
遊
性

　
木
目
田
英
男（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
町
田
駅
周
辺
地
区
都
市
再

生
整
備
計
画
に
お
け
る
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
広
告
の
検
討
状
況
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
バ
ナ
ー
フ
ラ
ッ

グ
広
告
は
、
22
年
10
月
か
ら
既
に

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
広
告
は
、
23
年

１
月
の
運
用
開
始
に
向
け
、
現
在

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
２
号
デ
ッ
キ
に
設
置
さ
れ

る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
は
、

災
害
発
生
時
等
に
避
難
行
動
等
の

表
示
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
避
難
行
動
を

促
す
よ
う
な
表
示
が
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
観
光
面
で
の
回
遊
性
向
上
の
取

組
は
。

　
経
済
観
光
部
長
　
ま
ち
だ
謎
解

き
ゲ
ー
ム
を
22
年
７
月
22
日
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。
23
年
１
月
に

は
、
ア
ニ
メ
作
品
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
開
催
予
定
で
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町�

田
を
め
ざ
し
て

　

熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問　

小
学
校
２
学
期
制
に
関
し

て
、
児
童
保
護
者
の
意
見
を
と
り

い
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
指
導
室
長
　
２
学
期
制
導
入
校

に
お
い
て
保
護
者
、
児
童
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
具
体
的
な

効
果
、
予
想
さ
れ
る
課
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
も
検
証
予
定
で
す
。

　
問　

玉
川
学
園
前
交
差
点
の
渋

滞
解
消
の
取
組
は
。

　
道
路
部
長
　
駐
輪
場
用
地
を
活

用
し
、
直
進
、
右
左
折
レ
ー
ン
設

置
の
可
能
性
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

警
察
と
も
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

ひ
な
た
村
等
と
市
の
指
定

管
理
施
設
に
お
け
る
ナ
ラ
枯
れ
の

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
総
務
部
長
　
被
害
が
小
規
模
な

場
合
、
指
定
管
理
者
は
対
象
の
樹

木
伐
採
な
ど
を
行
い
ま
す
。
被
害

が
大
規
模
な
場
合
、
指
定
管
理
者

は
状
況
を
報
告
し
、
施
設
所
管
部

署
は
関
係
部
署
な
ど
と
連
携
し
て

対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

物
価
高
騰
下
で
の�

市
内
事
業
者
育
成

多
種
多
様
な
幅
広�

い
公
共
サ
ー
ビ
ス

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な�

ま
ち
づ
く
り
を

中
心
市
街
地
の
ま�

ち
づ
く
り
推
進
！

　
若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

市
内
事
業
者
育
成
の
た
め

さ
ら
な
る
受
注
機
会
の
拡
大
を
求

め
る
。

　
財
務
部
長
　
町
田
市
産
業
振
興

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
内
事
業

者
の
受
注
機
会
の
増
大
に
努
め
る

も
の
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
受

注
機
会
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

市
民
病
院
は
、
隣
接
す
る

神
奈
川
県
の
医
療
機
関
と
の
広
域

連
携
を
強
化
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
市
民
病
院
事
務
部
長
　
近
隣
市

　

中
川
幸
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

終
活
支
援
に
つ
い
て
現
状

と
今
後
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
各
高
齢

者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
質

問
が
月
１
件
あ
る
か
な
い
か
に
な

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
が
や
っ

て
お
く
べ
き
こ
と
を
確
認
で
き
る

よ
う
、
案
内
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
市
で
電
動
キ
ッ
ク
ボ

ー
ド
活
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
今
後
も
有

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

施
設
整
備
の
際
に
は
、
視

覚
障
が
い
者
支
援
ア
プ
リ
「
ナ
ビ

レ
ン
ス
」
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
を
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
条
例
に
規
定

す
る
整
備
基
準
に
つ
い
て
解
説
し

た
整
備
基
準
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
23

年
度
改
訂
予
定
で
あ
り
、
視
覚
障

が
い
者
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
の
事

例
を
紹
介
す
る
な
ど
検
討
し
ま
す
。

　
問　

障
が
い
者
の
日
中
一
時
支

援
を
、
ま
ず
は
ひ
と
り
親
な
ど
に

　
三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
活
用
に
向
け
て
、
町
田
市
の

考
え
を
問
う
。

　
市
長
　
私
を
は
じ
め
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
企
業
に
対
し
積

極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
く
こ
と
で
、
市
の
進
む
べ
き

ま
ち
づ
く
り
へ
の
共
感
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く

り
の
う
ち
、
森
野
住
宅
周
辺
地
区

の
今
後
を
問
う
。

の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
に
向

け
た
情
報
共
有
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
具

体
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ

−

Ｑ
Ｕ
を

通
し
て
、
教
育
で
選
ば
れ
る
町
田

を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
ｈ
ｙ
ｐ
ｅ
ｒ

−

Ｑ

Ｕ
の
導
入
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
を
中

心
と
し
た
施
策
の
充
実
に
努
め
、

市
民
の
皆
様
、
全
国
の
皆
様
に
注

目
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
施

策
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

効
性
の
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

普
及
率
を
上
げ
る
た
め
の
取
組
は
。

　
デ
ジ
タ
ル
戦
略
室
長
　
１
点
目

は
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
の
充
実
で
す
。
２
点
目
は

「
ま
ち
ド
ア
」
の
Ｐ
Ｒ
で
す
。
手

続
の
動
画
を
23
年
か
ら
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
公
開
予
定
で
す
。
今
後
も
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
簡
単
な
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
行
政
手
続
が
市
民
の

日
常
と
な
る
よ
う
、
市
役
所
の
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

対
象
を
限
定
し
て
開
始
し
て
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
個
々
の
事
業

を
考
慮
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
問　

国
が
発
表
し
た
「
伴
走
型

相
談
支
援
・
経
済
的
支
援
」
を
市

で
も
い
ち
早
く
実
施
す
べ
き
。

　
保
健
所
長
　
厚
生
労
働
省
は
22

年
11
月
に
自
治
体
向
け
説
明
会
を

実
施
し
、
詳
細
は
今
後
改
め
て
示

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の

内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、
実
施
時

期
や
方
法
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
赤
塚
副
市
長
　
地
区
の
強
み
を

生
か
し
た
住
ま
い
や
憩
い
の
価
値

を
高
め
、
変
化
に
対
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

中
心
市
街
地
の
う
ち
、
町

田
駅
周
辺
再
開
発
に
つ
い
て
問
う
。

　
赤
塚
副
市
長
　
過
ご
し
方
の
選

択
肢
が
多
様
に
あ
り
、
訪
れ
る
人

に
と
っ
て
特
別
な
時
間
、
体
験
と

な
る
よ
う
な
、
魅
力
的
で
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
な
拠
点
へ
と
転
換
し
、
新

た
な
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
創
出
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

大
地
沢
の
自
然
は�

町
田
市
民
の
宝
！

　

お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

23
年
４
月
か
ら
始
ま
る
大

地
沢
自
然
交
流
サ
イ
ト
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
か
ら
受
け
て
い
る
提

案
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
食
材
や
道
具
を

持
ち
込
ま
ず
に
楽
し
め
る
手
ぶ
ら

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
防
災
キ
ャ
ン

プ
講
座
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
利
用
料
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
な
ど
順
次
導
入
予
定
で
す
。

　
問　

大
地
沢
自
然
交
流
サ
イ
ト

と
都
立
公
園
で
あ
る
大
戸
緑
地
の

役
割
の
違
い
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
大
地
沢
自

然
交
流
サ
イ
ト
は
恵
ま
れ
た
自
然

の
中
で
、
キ
ャ
ビ
ン
や
テ
ン
ト
を

利
用
し
た
宿
泊
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

陶
芸
、
工
作
教
室
な
ど
の
体
験
が

で
き
る
場
所
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

ガ
イ
ド
を
つ
け
て
大
地
沢

・
高
尾
山
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
実
施
に
向

け
て
指
定
管
理
者
に
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

物
価
対
策
／
園
芸�

博
／
不
登
校
支
援

　

お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問　

物
価
高
騰
等
か
ら
予
算
運

営
が
厳
し
い
中
、
市
民
へ
の
支
援

策
に
影
響
し
な
い
事
が
大
切
だ
が
。

　
市
長
　
経
済
情
勢
や
国
、
都
の

動
向
を
見
極
め
、
真
に
お
困
り
の

方
に
支
援
が
届
く
よ
う
、
地
域
ニ

ー
ズ
や
状
況
を
的
確
に
捉
え
、
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

横
浜
市
開
催
「
27
年
国
際

園
芸
博
覧
会
」
で
は
町
田
市
の
文

化
団
体
等
に
も
活
躍
戴
く
事
や
交

通
渋
滞
対
策
な
ど
が
必
要
だ
が
。

　
政
策
経
営
部
長
　
渋
滞
は
、
住

民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
情
報
提
供

や
周
知
を
行
う
よ
う
働
き
か
け
た

い
。
市
内
団
体
と
は
、
連
携
で
き

る
可
能
性
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
事

務
局
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
問　

学
校
統
廃
合
を
進
め
る
今
、

不
登
校
特
例
校
設
置
等
、
不
登
校

児
童
生
徒
の
支
援
強
化
の
時
だ
が
。

　
市
長
　
適
応
指
導
教
室
の
複
数

の
設
置
、
不
登
校
特
例
校
の
設
置

も
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
田
市
の
農
業
・�

芝
溝
街
道
の
整
備

　

加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

学
校
給
食
へ
の
市
内
産
農

産
物
利
用
拡
大
へ
の
取
組
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
22
年
12
月
に

町
田
市
農
業
協
同
組
合
と
学
校
給

食
に
お
け
る
地
場
農
産
物
活
用
に

関
す
る
連
携
協
定
書
を
締
結
予
定

で
す
。
需
給
調
整
は
、
農
産
物
の

種
類
、
時
期
、
量
に
つ
い
て
市
で

計
画
を
つ
く
り
、
町
田
市
農
業
協

同
組
合
が
供
給
を
農
業
者
に
お
願

い
す
る
取
組
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

認
定
農
業
者
数
減
少
の
対

策
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
補
助
制
度
な
ど

に
よ
る
支
援
や
新
た
な
農
業
の
担

い
手
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

綾
部
交
差
点
の
整
備
予
定

は
。

　
道
路
部
長
　
都
道
整
備
に
合
わ

せ
市
道
の
改
良
を
実
施
予
定
の
た

め
、
範
囲
や
時
期
な
ど
に
つ
い
て

調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

工
事
着
手
ま
で
、
取
得
用
地
の
一

部
を
開
放
し
利
用
す
る
こ
と
を
都

と
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
育
所
運
営
の
安�

定
／
鶴
川
駅
改
札

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

保
育
所
等
の
運
営
安
定
化

が
必
要
。
定
員
の
弾
力
的
運
用
と

０
歳
児
保
育
推
進
事
業
の
拡
大
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
ゼ
ロ
歳
児

入
所
の
動
向
の
変
化
を
注
視
し
、

施
設
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

鶴
川
駅
改
札
口
と
既
存
の

跨
線
橋
を
残
置
す
べ
き
と
の
声
が

強
い
。
地
域
の
立
場
に
立
ち
、
小

田
急
電
鉄
に
強
く
求
め
て
ほ
し
い
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
そ
う
し

た
案
も
小
田
急
電
鉄
に
提
案
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
地

域
か
ら
の
要
望
を
伝
え
て
小
田
急

電
鉄
と
共
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

高
校
生
意
見
交
換
会
で
、

「
治
安
が
悪
い
」
と
意
見
が
出
た
。

子
ど
も
目
線
で
の
対
応
を
求
め
る
。

　
防
災
安
全
部
長
　
関
係
機
関
と

連
携
し
て
実
施
を
し
て
い
ま
す
駅

周
辺
等
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に

つ
い
て
、
塾
の
帰
り
の
時
間
帯
、

少
し
遅
い
時
間
帯
に
実
施
を
し
て

み
る
な
ど
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一般質問
　１２月５日から９日の５日間にわたり、
３２名の議員が市政を取り巻く諸問題につい
て、意見・提案を交えながら、市長などの
考えをただしました。質問、答弁の要旨は
次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※�動画の再生には別途通信料
がかかる場合があります。


